
Ⅱ 学校教育 

 

１．学校教育の推進 

 
【重点方針】 

（１） 創意工夫を生かした特色ある学校づくりの推進 
   各学校が自校の実態を把握し、それに基づいた教育目標を設定するとともに、学

校、学級が一人一人の児童生徒にとって、目的をもって登校し、安心して学ぶこと

ができる心の居場所となるよう、開かれた学校、楽しい学級づくりを目指します。 
（２） 心豊かでたくましく生きる児童生徒の育成 

教育活動全体を通して、生命を大切にする心、他人を思いやる心、くじけずに努

力しようとする意欲と態度を育み、心豊かでたくましく生きる児童生徒の育成を目

指します。 
（３） 学習指導の充実と改善 

児童生徒が主体的・協働的に取り組む授業を通して、児童生徒の学習意欲を向上

させるとともに、基礎的・基本的な知識・技能の定着と、それらを活用して課題を

解決する上で必要な思考力・判断力・表現力等を育成するために、指導の充実と改

善を図ります。 
（４） 教職員の資質能力の向上 
   各校の教育課題の解決を図る計画的、組織的な研修の充実を図り、教職員の実践

的指導力の向上を目指します。 
 
【推進施策】 

（１） 創意工夫を生かした特色ある学校づくりの推進を目指して 
① 学校の実態・課題を明確にし、小・中連携教育による９年間を見通した教育の

推進 
② 地域の特色を生かした教育課程の編成によるふるさと教育の充実と児童生徒一

人一人の個性を伸ばす学校教育の推進 
③ 学校公開及び学校評価等の積極的な実施による開かれた学校づくりと、保護者

や地域の声及び地域の教育力を生かした学校経営の推進 
（２） 心豊かでたくましく生きる児童生徒の育成を目指して 

① 小・中連携教育による豊かな学校生活の実現と校種間の交流による円滑な接続 
② 「学校生活意識調査」に基づく教育相談活動の充実 
③ 道徳の時間の教科化を見据え、道徳的実践につながる教育活動全体を通じた道

徳教育の推進 
④ 将来の夢や目標に関する講話や職場体験等の活動を通したキャリア教育の充 

実 
⑤ 地域の特色を生かしたふるさと教育の推進（ジオサイトを活用した教育活動の

 



推進） 
⑥ 不登校、いじめ問題等の未然防止・解消を目指した取組の強化（湯沢市いじめ

問題対策連絡協議会）と適応指導教室（そよ風教室）との連携・活用 
⑦ 「子ども読書活動推進計画」に基づいた読書活動の推進と読書活動支援員の配

置による読書環境の充実 
⑧ たくましい心と身体を育てる体育的活動の充実 

（３） 学習指導の充実と改善を目指して 
① 小・中連携教育による学力向上に向けた取組の充実 
② 「分かる、できる」が実感できる授業の日常的実践（ねらいの明確化、言語活

動の充実、確かなまとめと評価） 
③ 少人数指導やＴＴ（ティームティーチング）などを通した個に応じたきめ細か

な指導の充実 
④ 全国、県学習状況調査結果等に基づいた授業改善等のための学校訪問指導 
⑤ 「５歳児教育相談」による早期からの教育相談体制の構築と、かがやきサポー

ター等の配置などによる児童生徒の自立を目指した特別支援教育の充実 
⑥ 長期休業中の学習教室等の開催を通した児童生徒の学習への興味付け 
⑦ 学習補助員の配置による複式学級への支援 
⑧ パソコン、電子黒板等のＩＣＴの活用による授業改善と学習意欲の向上 

（４） 教職員の資質・能力の向上を目指して 
① 小・中連携を基盤にした中学校区ブロック研修の充実と成果の発信（輪番制に

よる公開研究会の開催） 
② 実践的指導力の向上を図る校内研修の充実と改善（指導主事の効果的活用） 
③ 今日的な教育課題に対応した研修の充実（防災教育・情報教育・環境教育・食

育等） 
④ 小学校外国語活動の教科化に向けた段階的な指導体制の構築と中学校外国語 

の授業改善 
⑤ 教育研究所運営委員会「力水の会」と学校現場との連携による重点施策への取

組 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．教育環境整備の推進 
 
【重点方針】 

（１） 統合学校給食センター整備事業の推進 
   湯沢、稲川、雄勝の３給食センターを統合し、新センターを平成29年４月に開設

します。 
（２） 施設整備の充実と確実な管理 
   学校施設及び設備の安全管理に努め、適切な維持に努めます。 
（３） 学校統合の推進 
   「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引（平成27年文部科学

省）」を踏まえ、児童生徒の学習環境改善の観点から統廃合計画の見直しを進めま

す。 
 
【推進施策】 

（１） 整備事業の着実な推進 
① センター本体建設工事の着実な施工及び完了と施設備品等の購入 
② 下水道設備整備工事の着実な施工と完了 
③ 外構整備工事の着実な施工と完了 
④ 新たな運営体制及び会計システム等、ソフト関係の決定 

（２） 施設設備の確実な維持管理 
学校施設及び設備の状況を把握し、必要に応じて適切な修繕等を行いながら、教

育環境の充実と安全管理を図る。 
（３） 学校統合の実現化に向けて 
   児童生徒数の減少により学校活動への影響が懸念される学校・保護者等に対し、

児童数の推移見込等を示し、互いに共通理解を図りながら、望ましい学習環境につ

いて協議を進める。 

 

 
 

 



３．小中学校の設置状況

○ 小学校

湯　沢　東  杉沢新所字八斗場33 13,318 21,370 34,688
H23. 4. 1

(統合)

湯　沢　西  字万石26 15,890 14,000 29,890 M 7. 4.24

三　　　関  関口字堀量68 7,991 10,322 1,087 19,400 M 7. 5. 6

山　　　田  山田字土生原52 9,157 21,633 3,042 33,832 M 7. 7. 8

須　　　川  須川字須川119－7 7,760 12,801 20,561 M22.11. 6

稲　　　庭  稲庭町字琵琶倉24 9,546 12,043 180 21,769 M 8. 4. 4

三　　　梨  三梨町字清水小屋244 5,856 9,692 15,548 S34. 4. 1

川　　　連  川連町字道下86 13,291 9,487 1,470 24,248 M 9. 5.26

駒　　　形  駒形町字三又前田面47-4 7,174 9,320 16,494 M 8. 7.30

雄　　　勝  横堀字板橋5 10,099 11,343 783 22,225
H27. 4. 1

(統合)

皆　　　瀬  皆瀬字下菅生27 7,324 6,572
       459
借用 7,028

21,383 H18. 4. 1

創　立
　　　　 区分
 
 学校名

位　置
校地面積

合計
（㎡）

建物
敷地面積
（㎡）

グラウンド
敷地面積
（㎡）

その他
敷地面積
（㎡）



・（小学校）校舎保有面積 ※プール付属室は除く

鉄筋（㎡） 鉄骨（㎡） 木造（㎡） 計（㎡）

湯　沢　東 6,950 92 146 7,188 H21～22
 屋外トイレ＝146㎡
 物置＝92㎡(2棟)

湯　沢　西 7,409 92 43 7,544 H18～19
 倉庫＝92㎡
 グラウンドトイレ＝43㎡

三　　　関 3,470 25 3,495 S59
 食堂・調理室 372㎡を含む
 物置＝25㎡

山　　　田 4,576 25 4,601 S56～57
 食堂・調理室 563㎡を含む
 物置＝25㎡

須　　　川 1,943 301 25 2,269 S62～63
 食堂・調理室（鉄骨造）
 228㎡を含む
 物置＝25㎡

稲　　　庭 2,590 2,590 H01

三　　　梨 2,437 2,437 S60

川　　　連 4,262 52 4,314 H12～13
 地域連携 409㎡を含む
 物置＝52㎡

駒　　　形 2,938 2,938 S59・H18

雄　　　勝 2,115 29 145 2,289 H25～26
 渡廊下＝29㎡
 トイレ兼物置＝145㎡

皆　　　瀬 3,268 50 3,318 H17
 食堂 234㎡を含む
 物置＝50㎡

　　　　 区分
 
 学校名

建築年度 備　考

保有面積



・（小学校）屋内運動場保有面積

鉄筋（㎡） 鉄骨（㎡） 木造（㎡） 計（㎡）

湯　沢　東 1,601 1,601 H21～22

湯　沢　西 1,617 1,617 H18
 地域連携施設 203㎡を
 含む

三　　　関 1,051 1,051 S59
 クラブハウス 199㎡を
 含む

山　　　田 1,174 1,174 S57

須　　　川 1,030 1,030 S63
 クラブハウス 200㎡を
 含む

稲　　　庭 793 793 H01

三　　　梨 722 722 S60

川　　　連 1,321 1,321 H12～13
 地域連携施設 250㎡を
 含む

駒　　　形 825 825 H03

雄　　　勝 1,139 1,139 H25～26

皆　　　瀬 1,473 1,473 H17
 地域連携施設 248㎡を
 含む

備　考建築年度
　　　　 区分
 
 学校名

保有面積



・（小学校）プール

湯　沢　東 H23

湯　沢　西 H20

三　　　関 S42

山　　　田 S38

須　　　川 H14

稲　　　庭 H09

三　　　梨 H14

川　　　連 H13

駒　　　形 H13

雄　　　勝 H27

皆　　　瀬 H17

　　　　 区分
 
 学校名

構　造 規　格 建築年度 備　考

ＦＲＰ 13ｍ × 25ｍ

ＦＲＰ 16ｍ × 25ｍ

鉄筋コンクリート 9.5ｍ × 25ｍ

鉄筋コンクリート 9.5ｍ × 25ｍ

ＦＲＰ 10ｍ × 25ｍ

ＦＲＰ 13ｍ × 25ｍ

ＦＲＰ 13ｍ × 25ｍ

ＦＲＰ 13ｍ × 25ｍ

ＦＲＰ 13ｍ × 25ｍ

ＦＲＰ 13ｍ × 25ｍ

ＦＲＰ 13ｍ × 25ｍ



○ 中学校

湯　沢　北 12,716 22,888 35,604 S37. 4. 1

山　　　田 9,483 16,517 26,000 S22. 4.10

湯　沢　南 8,365 25,790 34,155 S43. 4. 1

稲　　　川 13,847 43,971 57,818 S48. 3.26

雄　　　勝 8,241 32,520 1,284 42,045 S47. 4. 1

皆　　　瀬 4,692 4,692 S22. 4. 1

・（中学校）校舎保有面積 ※プール付属室は除く

鉄筋（㎡） 鉄骨（㎡） 木造（㎡） 計（㎡）

湯　沢　北 5,922 468 6,390 H22～23

山　　　田 2,978 20 2,998 S54

湯　沢　南 5,024 25 5,049 S43～44

稲　　　川 4,896 4,896 S48～50

雄　　　勝 6,257 6,257 S47～48

皆　　　瀬 3,756 3,756 S42・S52

備　考

 ２Ｆブリッジ＝36㎡
 音楽教室＝197㎡

 自転車置場＝468㎡

 物置＝25㎡
 H24～26 耐震・大規模改造

　　　　 工事

 H16 耐震・大規模改造工事

 渡廊下＝75㎡
 H24～25 耐震・大規模改造

　　　　 工事

 食堂 272㎡を含む
 H15～17 耐震・大規模改造

　　　　 工事

 食堂 255㎡を含む
 物置＝20㎡

 H26 耐震補強工事

　　　　 区分
 
 学校名

保有面積

建築年度

位　置

 皆瀬字下菅生24-1

 横堀字板橋5

 三梨町字間明田140

グラウンド
敷地面積
（㎡）

　　　　 区分
 
 学校名

その他
敷地面積
（㎡）

建物
敷地面積
（㎡）

 南台6-1

 山田字下館10

 杉沢新所字八斗場33

校地面積
合計
（㎡）

創　立



・（中学校）屋内運動場保有面積

鉄筋（㎡） 鉄骨（㎡） 木造（㎡） 計（㎡）

湯　沢　北 1,998 525 2,523 S63・H18
 屋外階段＝12㎡
 ホール＝146㎡ 渡廊下＝34㎡
 武道館(H23) 525㎡を含む

山　　　田 1,016 1,016 S55  H26 耐震補強工事

湯　沢　南 1,472 1,472 S45
 部室 107㎡を含む
 H22 耐震補強工事
 H25 大規模改造工事

稲　　　川 1,467 1,467 S50
 部室 187㎡を含む
 H16 耐震補強工事

雄　　　勝 36 2,214 2,250 S49

 渡廊下＝36㎡
 部室 76㎡を含む
 H24 耐震・大規模改造工事
 雄心館(S55鉄骨造) 514㎡
 を含む (H26耐震補強工事)

皆　　　瀬 914 914 S50  H16 耐震・大規模改造工事

・（中学校）プール

湯　沢　北 －

山　　　田 S62

湯　沢　南 S49

稲　　　川 S55

雄　　　勝 －

皆　　　瀬 －

鉄筋コンクリート 16ｍ × 25ｍ

鉄筋コンクリート 18ｍ × 50ｍ

アルミ 17ｍ × 50ｍ

－ －

－ －

建築年度 備　考

－ －

　　　　 区分
 
 学校名

規　格構　造

保有面積

建築年度 備　考
　　　　 区分
 
 学校名



４．小中学校児童生徒数 

 

＜小学校＞ 児 童 数 
（Ｈ 28.5.1 現在）  

区分
 

 

学校名  

学級数

（特学含） 

１年

(人 ) 

２年  

（人） 

３年  

（人） 

４年  

（人） 

５年  

（人） 

６年  

（人） 

計  

（人） 

特別支援  

学級（人） 

(再掲 ) 

湯沢東  20 73 67 93 72 66 79 450 5 (15) 

湯沢西  16 60 68 70 72 69 87 426 3(7) 

三  関  6 13 6 10 9 9 9 56  

山  田  9 16 31 26 21 15 27 136 3 (6) 

須  川  7 8 11 10 14 7 17 67 1 (2) 

稲  庭  5 9 4 11 5 8 9 46 1 (1) 

三  梨  7 7 8 10 14 10 24 73 1 (1) 

川  連  6 19 17 13 24 22 17 112  

駒  形  6 11 11 14 13 13 17 79  

雄  勝  11 36 43 39 37 38 46 239 2 (6) 

皆  瀬  8 11 18 17 17 18 19 100 2 (3) 

計  101 263 284 313 298 275 351 1,784 18 (41) 

 

＜中学校＞ 生  徒  数 
（Ｈ 28.5.1 現在） 

区分  

学校名  

学級数  

（特学含） 

１年  

(人 ) 

２年  

(人 ) 

３年  

(人 ) 

計  

(人 ) 

特別支援学級

(人 ) 

(再掲 ) 

湯沢北  13 95 96 105 296 3 (7) 

山  田  4 23 28 24 75 1 (1) 

湯沢南  15 108 106 120 334 3 (9) 

稲  川  9 62 73 81 216      1 (1) 

雄  勝  7 33 44 55 132 2 (5) 

皆  瀬  3 22 8 20 50  

計  51 343 355 405 1,103 10 (23) 

 

 

 

 



５．教育研究所 

位   置  設置年月日  
職  員  数  

所  長  所  員  指導員  相談員  計  

湯沢市佐竹町 1 番 1 号  H13.5.1 １人  １人  １人  ２人  ５人  
 
 

 

 



６．各種委員名簿 
 

＜小学校＞ 学校医・学校歯科医・学校薬剤師 

学校名 内   科 耳 鼻 科 眼  科 歯  科 薬 剤 師 

湯沢東小 
松 下 一 夫 

守 口 孝 和 高 木 武 司 小 番 健 司 加藤 佳奈子 
三 谷 克 己 

湯沢西小 

松 下 一 夫 

守 口 孝 和 高 木 武 司 佐 藤 達 志 赤 平 広 子 石 岡 知 憲 

小 川 康 彦 

三 関 小  小 川 康 彦 守 口 孝 和 高 木 武 司 大 友 佳 壽 浅 村 久 恵 

山 田 小  佐 藤 政 弘 守 口 孝 和 高 木 武 司 田 尻   聡 中 嶋 晶 子 

須 川 小  三 谷 克 己 守 口 孝 和 高 木 武 司 三 澤 健 士 石 山    烈 

稲 庭 小  七 山 邦 彦 守 口 孝 和  新 山 重 美 内 藤 則 夫  

三 梨 小  高 橋 維 彦 守 口 孝 和  瀬 川 雅 己 内 藤 則 夫 

川 連 小  七 山 邦 彦 守 口 孝 和  高 橋    寿 内 藤 則 夫 

駒 形 小  石 岡 知 憲 守 口 孝 和  高 橋    寿 内 藤 則 夫 

雄 勝 小  
菅    康 徳 

守 口 孝 和 
 

秋 野 一 尚 土 田 紀 之 
高 橋 喜 重  

皆 瀬 小  佐 藤 政 弘 守 口 孝 和  新 山 重 美 石 山    烈 

 

 

＜中学校＞ 学校医・学校歯科医・学校薬剤師 

学校名 内   科 耳 鼻 科 眼  科 歯  科 薬 剤 師 

湯沢北中 
小野崎 圭助 

守 口 孝 和 高 木 武 司 佐 野 治 義 菅 原 崇 義 
佐 藤 政 弘 

山 田 中 渡 部 三 喜 守 口 孝 和 高 木 武 司 木 村 貞 昭 大山 可那子 

湯沢南中 
山 本    至 

守 口 孝 和 高 木 武 司 大山 賢二郎 海野 由貴子 
髙 橋    章 

稲 川 中 
七 山 邦 彦 

守 口 孝 和  瀬 川 雅 己 内 藤 則 夫 
高 橋 維 彦 

雄 勝 中 
菅    康 徳 

守 口 孝 和  秋 野 一 尚 土 田 紀 之 
高 橋 喜 重 

皆 瀬 中 佐 藤 政 弘 守 口 孝 和  新 山 重 美 石 山    烈 
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